




















































































































































実習内容：3D オペアイとは手術者がヘッドマウント型の 3D カメラを装着し，多人数
での手術者の視覚を共有することができるシステムのことで，熟練者の視
覚を共有できるので，医学の授業や技術の継承に役立てられている．本授
業では，これを利用して，口腔内 3D モデルを構築するものである． 
画像から特徴点を抽出して，それを 3D 化するために対応点を見つけるこ

































ミール 3D”を利用して，3 次元的に幕末時代の海岸線の復元を行い，3 次元で表
現された幕末の長崎港から見た長崎の風景を動画で作成するとともに，古写真
とのリンクも行い，長崎港の 3D コンテンツの作成を行った．その結果を「第 9
回３大学学生ものづくり・アイデア展 in 長崎及び産学官連携プロジェクト実習
合同発表会」（1/7 開催）で発表するとともに，3D コンテンツを展示した． 
 













































































































































学生全員で「第 9 回３大学学生ものづくり・アイデア展 in 長崎及び
産学官連携プロジェクト実習合同発表会」（1/7 開催）のためのパワー
ポイントを作成するとともに，発表内容を議論し，決定した． 
成果：ファインコーティング社の DLC 製造現場の見学を行うことで，学生の作業現場
における安全・安心対策への関心が高まった．DLC に関する調査や文献調査を
行うことにより，DLC に対しての理解度が深まったようである．また，学生同
士の議論やファインコーティング社からのアドバイスなどを通して，チームで
のプロジェクト遂行の難しさや楽しさを理解できたようである．さらに，結果
報告の発表によりプレゼンテーションの訓練も行えた． 
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